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演習の進め方

契約管理アプリを作成していく

契約管理_演習.cappをインポート

契約管理アプリの中には
あらかじめシートが用意
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演習の進め方

シート／アクションセットの定義は
あらかじめ作成済み

空のアクションセットの
中身を埋めていき
完成を目指す
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演習の進め方

テキストを見ながら演習アプリのアクションセットを組んでいただきます。

テキストに記載されている処理は極力アクションセットの文言に合わせて表現されています。

• シート 現在のシートの作成済み

のアクション 検索 を実行する

• もしシート上の変数エリア エラーメッセージが空白でない ならば

• テーブル ハンズオン_契約ヘッダ からデータの件数を取得する

件数を次のセル A1 にセットする

検索条件は、 ハンズオン_契約ヘッダ.ID が 契約ID と一致する
そうでなければ

何もしない

アクション 変数
アクションセット
の文言

テーブル その他
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１．一覧画面作成（１/１１）

• テーブルの作成（すでに作成済み）

ハンズオン_契約ヘッダ、ハンズオン_契約明細を作成します。

• 画面（シート）のレイアウト作成（すでに作成済み）

契約開始日、契約状態などの検索条件、検索結果を一覧画面で表示します。

• ボタンの配置（すでに作成済み）

「検索」、「詳細、「新規」、「削除」などのボタンを配置します。

検索部

一覧部

5



Copyright © SCSK Corporation
- 6 -

１．一覧画面作成（２/１１）

• シートの変数エリア定義
アクションを作成しながら、必要項目（変数、定数、関数等）を随時追加します。

参考① （一覧行の隠し項目、変数、定数、関数など作業領域エリア） 参考② （添付ファイルテーブル退避エリア）

参考③ （名前管理）

＜ポイント＞
CELFではセルアドレスや値を直接指定することに
加えて、セルや数式に名前を定義して、使用するこ
とができます。
※当ハンズオン講座では、予め定義してある名前を用いて、
アクションを設定頂きます

名前を定義する — CELF Help 3.6-0.4
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１．一覧画面作成（３/１１）

１．「初期表示」アクションの作成
画面を初期表示する際の処理を作成します。

• シート上の画面入力値のセル 契約開始日の範囲 の値をクリアする①

• シート 現在のシートの作成済みのアクション 検索 を実行する②

「一覧画面」シートを選択 「初期表示」アクションを選択 作成

ポイント

① 最初にパラメーター類はクリアする。予期せぬ値が入っていた場合の未定義の挙
動を回避するため。このような処理は今後のアクションでも登場する。

② 契約の一覧を表示させるため、「検索」アクションを実行する。こちらは、後ほど作成
する。

（パラメータなしで検索をすると全検索が実行されるため、一覧表示で使用してい
る）
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１．一覧画面作成（４/１１）

１．２ 「検索」アクションの作成
検索ボタンが押下された際の処理を作成します。

• シート上の変数エリアの セル 現ページ① に 先頭ページの値をセットする

• シート 現在のシートの作成済みのアクション データ取得② を実行する

ポイント

① 変数「現ページ」とは、ページングにおける現在の位置を表す。初期値は１。

② 「データ取得」アクションはデータベースから値を取得するアクションであり、後ほど
作成する。

「データ取得」アクションと「検索」アクションが別アクションとなっているのは、データ
取得前に実施したい処理を変えられるようにするため。「データ取得」アクションは
「検索」アクション以外でも登場する。
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１．一覧画面作成（５/１１）

１．３ 「データ取得」アクションの作成
ハンズオン_契約ヘッダ の件数から最大ページ数を求め、
次／前ページボタンの配置・削除を行います。
ハンズオン_契約ヘッダ からページに表示するデータを取得します。

• シート 現在のシートの作成済みのアクション 検索条件チェック① を実行する

• もしシート上の変数エリア エラーメッセージが空白でない ならば②

• エラーメッセージ をポップアップで表示する
• アクションセットを終了する

そうでなければ
何もしない

• シート上のセルの 契約一覧が表示される範囲 の値をクリアする③

• シート上のセルの 隠し項目の範囲（IDとLAST_MODIFIED）の値をクリアする

• SQL文を実行してデータを取得する④

セル 検索結果件数 を起点に、検索条件※に一致するハンズオン_契約ヘッダの件数を取得、表示する
※ 本講座では、SQLアクションのご紹介のため使用していますが、CELFのテーブル操作アクションでも実装できます

＜次ページに続く＞

ポイント

① データ取得を行う前に、契約開始日が日付の形式で入力されているか「検索条件
チェック」アクションでチェックする。このアクションは後ほど作成する。

② エラーがあった場合は、エラーメッセージがセットされ、その時点でアクションを終了
する。それを通過した場合、データ取得に入っていく。

③ データ取得をする前に、既存の契約一覧の表示はクリアしておく。
④ SQL文を実行しているが、CELFのテーブル操作アクションでも実装は可能。（本講座
ではアクションの紹介のため使用）
件数を取得する必要があるのは、1ページあたりの表示件数が決まっているため、
そこからページ数を算出するときに使う。

9



Copyright © SCSK Corporation
- 10 -

１．一覧画面作成（６/１１）

• もし 現ページ ＞ １ ならば⑤

• シート上の変数エリアのセル 「前ページ」ボタンをコピーして M12 に貼り付ける
そうでなければ

• シート上の変数エリアのセル 「ボタン削除」 をコピーして M12 に貼り付けることで削除する

• もし 現ページ ＜ 最大ページ数ならば

• シート上の変数エリアのセル 「次ページ」ボタンをコピーして Q12 に貼り付ける
そうでなければ

• シート上の変数エリアのセル 「ボタン削除」 をコピーして Q12 に貼り付けることで削除する

もし シート上の変数エリアの 状態検索⑥ が空白でない ならば

• テーブル ハンズオン_契約ヘッダ から複数件数取得する

その時、テーブルの 契約開始日契約状態 を検索条件とする

ソート条件として、IDで昇順に並び替える
取得開始行を指定する際、 取得行数⑦ 行目から取得する

また、取得最大件数を指定する際、最大で 行数_頁 件取得する
そうでなければ

• テーブル ハンズオン_契約ヘッダ から複数件数取得する

その時、テーブルの 契約開始日 を検索条件とする

ソート条件として、IDで昇順に並び替える
取得開始行を指定する際、 取得行数 行目から取得する

また、取得最大件数を指定する際、最大で 行数_頁 件取得する

＜次ページに続く＞

ポイント

⑤ 2ページ目以降、前ページに戻るボタンを表示させる必要がある。このアプリでは、

変数エリアに定義してあるボタンをコピーして、該当箇所に張り付けることでボタン
を表示している。下の処理も同様である。

⑥ 変数「状態検索」とは、“契約中”、“契約手続き中”、“解約”のいずれにチェックが
入っているか確認するためのセルである。検索する際のチェックボックスにチェック
が入っていると、該当の文字列が入る。

⑦ 実際にデータを取得する際、表示させるページによって、取得開始する行数は異な
る。それを表すのが変数「取得行数」であり、取得行数から、1ページあたりに表示
できる件数分データを取得したものが、表示させるページのデータの一覧になる。
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１．一覧画面作成（７/１１）

• シート上のセル 表示件数⑧ に シート上に表示している契約件数をセットする

• もし 表示件数 > 0 ならば⑨

• セル 契約一覧画面の表示件数 分、B列 に対象契約を選択するための チェックボックスをセットする
そうでなければ

何もしない

ポイント

⑧ 変数「表示件数」は実際に一覧に表示されている件数である。
⑨ チェックボックスを表示件数分B列に表示するための処理であり、後ほど作成する
「選択行の判別」アクションにて使用する。
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１．一覧画面作成（８/１１）

１．４ 「検索条件チェック」アクションの作成
入力された検索条件の妥当性チェック処理を作成します。

• シート上のセル エラーメッセージの値をクリアする①

• もし シート上の変数エリア 契約開始日_Fromが空白でない ならば

• もし 契約開始日_Fromが日付でない ならば②

• セル エラーメッセージ に エラーメッセージをセットする

そうでなければ
何もしない

そうでなければ
何もしない

• もし シート上の変数エリアの 契約開始日_Toが空白でない ならば

• もし 契約開始日_Toが日付でない ならば

• セル エラーメッセージ に エラーメッセージをセットする

そうでなければ
何もしない

そうでなければ
何もしない

ポイント

① 変数「エラーメッセージ」の値をクリアする。エラーメッセージを変数として用意してい
る理由として、アプリの実行中、複数のエラーが発生した場合にそれらのエラーを
格納しておくことによって複数エラーを表示させることができる。例えば、このアク
ションにおいても、「契約開始日from」と「契約開始日to」の両方にエラーがあった場
合に、その両方のエラーを表示できる。

② 日付の形式であるかをチェックする。日付の形式でない場合はエラーメッセージに
その内容を追加する。
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１．一覧画面作成（９/１１）

１．５ 「次ページ」アクションの作成
次ページボタンが押下された際の処理を作成します。
※ 次ページボタンは変数エリアに定義しており、
画面表示時に取得データ件数に応じて動的に表示しています

• もし 現ページ < 最大ページ数① ならば②

• セル 現ページ に 現ページ+1 をセットする

そうでなければ

• セル 現ページ に 最大ページ数をセットする

• シート 現在のシートの作成済みのアクション データ取得 を実行する

ポイント

① 変数「最大ページ数」というのは、全データ件数と1ページ内データ件数から算出し

た、ページング表示の最後のページ番号である。現ページがこの値よりも小さい場
合は次ページボタンを表示する必要がある。

② 次へボタンを押下する度、変数「現ページ」を進ませ、最終的に変数「最大ページ
数」より大きくはならないようにする。
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１．一覧画面作成（１０/１１）

１．６ 「選択行の判別」アクションの作成
契約一覧のチェックボックスを確認し、選択された行が存在するか判別します。

• シート上の変数エリアのセル 選択行番号の値をクリアする①

• シート上の変数エリアの 表示件数回繰り返す

カウンタを次のセルにセットする カウンタ
• もし 選択されたチェックボックスにチェックが入っている ならば②

• もし 選択行番号が空白でない ならば ※ 対象契約が2行以上チェックされている場合

• エラーメッセージ をポップアップで表示する

• セル 選択行番号 の値をクリアする
• アクションセットを終了する

そうでなければ
何もしない

• セル 選択行番号 に、チェックが入っている行番号 をセットする③
そうでなければ

何もしない

• もし 選択行番号が空白 ならば④

• エラーメッセージ をポップアップで表示する
そうでなければ

何もしない

ポイント

① 選択された行の行番号が入る、変数「選択行番号」の値をクリアしておく。
② 2行以上選択がされていないかをチェックをする。ここで2行以上選択されていた場
合、アクションを終了する前に変数「選択行番号」の値をクリアする。

クリアしておくことで前回の情報が残ることを防ぎ、そして現在選択されていないこ
とを明確にするためにこのような処理を記載する。

③ このIF文を通過した場合、変数「選択行番号」にチェックされた行番号がセットされる。

ここでセットされた「選択行番号」は“詳細”、“コピー新規”、“削除”といった、選択し
たデータに対して処理を行うアクションセットで使用される。

④ 選択がなかった場合に契約情報が特定できないためエラーとする。
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１．一覧画面作成（１１/１１）

１．７ 「詳細」アクションの作成
詳細ボタンが押下された際の処理を作成します。

• シート 現在のシートの作成済みのアクション 選択行の判別 を実行する①

• もし 選択行番号が空白でない ならば

• アプリ 現在のアプリ のシート 作成済みのシート 登録画面 を新規ウィンドウで表示する②
パラメータとして、

セル 契約管理番号 に 選択行番号に該当する契約管理番号の値をセットする

そうでなければ
何もしない

ポイント

① 先ほど作成した「選択行の判別」アクションで、チェックされた行番号を変数「選択行
番号」にセットする。

② 変数「選択行番号」が指す、変数「契約管理番号」の値をパラメータとして登録画面
を開く。
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２．登録画面作成（１/１１）

1．画面（シート）のレイアウト作成
ヘッダ部、明細部に項目を配置します。

2．ボタンの配置
「保存」、「削除」などのボタンを配置します。

ヘッダー部

明細部

17
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２．登録画面作成（２/１１）

3．シートの変数エリア定義
アクション作成しながら、必要項目（変数、定数、関数等）を随時追加します。

参考① （変数、定数、関数など作業領域エリア） 参考② （一覧更新判定エリア）

18
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２．登録画面作成（３/１１）

参考③ （部署マスタ退避、明細更新判定エリア） 参考④ （採番管理、添付ファイル退避エリア）

3．シートの変数エリア定義

19



Copyright © SCSK Corporation
- 20 -

２．登録画面作成（４/１１）

２．１ 「初期表示」アクションの作成
画面を初期表示する際の処理を作成します。

• もし シート上の変数エリアの 契約管理番号が空白 ならば

• シート上の セル ヘッダ項目の値をクリアする①

• シート上の セル 契約状態 に空白 をセットする

• シート上の変数エリアの セル 明細入力許可 の入力を許可する②
• シート上の セル 関連書ボタン(Q12)、見積書ボタン(Q14)、削除ボタン(Y6:Z6) の値をクリアする

• シート上の セル 関連書ボタン(Q12)、見積書ボタン(Q14)、削除ボタン(Y6:Z6) の書式を設定する
※ 標準書式にクリアする

そうでなければ

• シート 現在のシートの作成済みのアクション 再表示 を実行する③

• もし シート上の変数エリアの コピー新規が空白でない ならば④

• シート上の セル 契約管理番号 の値をクリアする

• シート上の セル 関連書ボタン(Q12)、見積書ボタン(Q14)、削除ボタン(Y6:Z6) の値をクリアする
• シート上の セル 関連書ボタン(Q12)、見積書ボタン(Q14)、削除ボタン(Y6:Z6) の書式を設定する

※ 標準書式にクリアする

そうでなければ
何もしない

ポイント

① 変数「契約管理番号」が空白、つまり新規登録の場合、まずはヘッダー項目をすべ
てクリア、変数「契約状態」に空白をセットする。

② 変数「明細入力許可」の入力を許可する。「明細入力許可」を変数にしているのは、
入力許可を動的に変えることで、明細を上からに順にしか記入できない仕様として
いる。

③ 変数「契約管理番号」が空白でない、つまり、さきほど作成した「一覧画面」シートの
詳細ボタンを押下して遷移してきた場合、「再表示」アクションを用いて契約情報を
再表示する。「再表示」アクションは作成済みである。

④ 変数「コピー新規」が空白でない、つまり、一覧画面で複写ボタンが押された場合、
その契約を再表示した上で、新たな契約として契約管理番号をクリアする。

20
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２．登録画面作成（５/１１）

２．２ 「保存」アクションの作成
保存ボタンが押下された際の処理を作成します。

• シート 現在のシートの作成済みのアクション エラーチェック を実行する

• もしシート上の変数エリアの エラーメッセージが空白でない ならば

• エラーメッセージ をポップアップで表示する
• アクションセットを終了する

そうでなければ
何もしない

• エラー情報を シート上の変数エリアの エラーメッセージに出力する
• データ更新を一括実行する

• もしシート上の変数エリアの 契約管理番号が空白 ならば （新規の場合）

• シート 現在のシートの作成済みのアクション 採番管理 を実行する①

• もしシート上の変数エリアの 契約管理番号が空白 ならば （採番できなかった場合）
• アクションセットを終了する

そうでなければ
何もしない

• テーブル ハンズオン_契約ヘッダ に 画面上の入力値の データを登録する （ヘッダ部を新規登録）

• 変数エリアのセル 現在行 に 明細開始行② をセットする

• 繰り返し処理を実行するため 登録処理回数回繰り返す

• テーブル ハンズオン_契約明細 に画面上の入力値の データを登録する （明細部を新規登録）

• セル 現在行 に 現在行+1 をセットする
＜次ページに続く＞

ポイント

① 後ほど作成する「採番管理」アクションを実行すると、変数「契約管理番号」に発番
された番号がセットされる。基本的には「採番管理」が実行されると番号がセットさ
れるが、テーブルに該当する採番情報などがない場合は空白になる可能性もある
ため、採番ができなかった場合の処理を記入する。

② 変数「明細開始行」はシート上の明細表の開始行番号を示しており、このアプリで
は固定値（19）となっている。
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２．登録画面作成（６/１１）

• シート上の変数エリアのセル 削除ボタン をコピーして Y6 に貼り付ける③ （形式は数式貼り付け）

• 削除ボタンが配置されているセル Y6:Z6 の書式を設定する（ボタン用の色、フォントに変更する）

• シート上の変数エリアのセル 関連書類ボタン をコピーして Q12 に貼り付ける （形式は指定なし）

• シート上の変数エリアのセル 見積書ボタン をコピーして Q14 に貼り付ける （形式は指定なし）
そうでなければ （=更新する場合）

• もし変数エリアのセル ヘッダー判定④ がFALSE ならば

• テーブル ハンズオン_契約ヘッダ のデータを更新する （ヘッダ部を更新する）⑤
ただし、他のユーザが更新または削除していた場合はエラーとする （※排他制御）

他のユーザが 変数エリアのセル ヘッダ最終更新 以降に更新または削除していた場合はエラー

更新条件：「ハンズオン_契約ヘッダ.ID 」が変数エリアのセル 見積ヘッダーID と一致する
そうでなければ

何もしない

• セル 現在行 に 明細開始行 をセットする

• 繰り返し処理を実行するためセル 現登録数⑥ 回繰り返す (明細部を更新する）

• もし 変数エリアの BY列の更新判定の行がFALSE ならば

• もし C列の商品名の行が空白 ならば

• テーブル ハンズオン_契約明細 のデータを削除する
ただし、他のユーザが更新、削除していた場合はエラーとする （※排他制御）

他のユーザが 最終更新日時以降に更新または削除していた場合はエラー

更新条件：「ハンズオン_契約明細.ID」が変数エリアの BP列のID と一致する
＜次ページに続く＞

③ データがテーブルに登録されるため、データを削除できる処理を実施できるように
ボタンを配置する。

④ 変数「ヘッダー判定」には、ヘッダー部の値に更新があるかどうか、セルへの入力
値と退避された値と比較する式が設定されている。

⑤ 変数「見積ヘッダーID」は、「再表示」アクション内のヘッダー部取得処理で設定され
ており、同じヘッダーIDであれば更新する。

⑥ 変数「現登録数」は、表示中のデータに対し、現在テーブルに登録されている明細
の数を表す。明細の表示状況から計算している。
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そうでなければ

• テーブル ハンズオン_契約明細 のデータを更新する
ただし、他のユーザが更新、削除していた場合はエラーとする （※排他制御）

他のユーザが 最終更新日以降に更新または削除していた場合はエラー

更新条件：「ハンズオン_契約明細.ID」 が変数エリアの BP列のID と一致する

そうでなければ
何もしない

• セル 現在行 に 現在行+1 をセットする

• 明細部に新規の追加登録があった場合にセル 追加登録数⑦ 回繰り返す (明細部を登録する）

• テーブル ハンズオン_契約明細 にデータを登録する

• セル 現在行 に 現在行+1 をセットする

エラーが発生したら
• 以下のメッセージをポップアップで表示する

「別ユーザにて更新または削除を行ったため、保存ができませんでした。」
• アクションセットを終了する

• 以下のメッセージをポップアップで表示する

「保存が完了しました。」

• シート 現在のシートの作成済みのアクション 再表示 を実行する⑧

２．登録画面作成（７/１１）

⑦ 変数「追加登録数」は、実際の登録処理回数から現登録数を引いた差分を表して
いる。

⑧ 最後に、最新情報と同期するためリフレッシュする。
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２．登録画面作成（８/１１）

２．３ 「採番管理」アクションの作成
契約管理番号を採番する処理を作成します。

• 変数エリアのセル 部署マスタと採番管理セルの値をクリアする

• テーブル ハンズオン_担当部署 から 変数エリアの 担当部署 と一致する 部署名 部署コード を1件取得する

• テーブル ハンズオン_採番管理 から 変数エリアの 部署コード 、シート上の 契約種別 年度 と一致する ID 部署
種別 年度 連番 LAST_MODIFIED を1件取得する

• もし 採番管理のIDが空白ならば①
• 以下のメッセージをポップアップで表示する

「採番管理が取得できませんでした。採番管理を登録してください。」
• アクションセットを終了する

そうでなければ
何もしない

• エラー情報を エラーメッセージ に出力する②

• テーブル ハンズオン_採番管理 のデータを更新する

列は ハンズオン_採番管理.連番 、値は変数エリアのセル 新規登録連番③
ただし、他のユーザが更新、削除していた場合はエラーとする （※排他制御）

他のユーザが 最終更新日以降に更新削除していた場合はエラーとする

更新条件： 「ハンズオン_採番管理.ID」 がシート上の変数エリアの ID と一致する

＜次ページに続く＞

ポイント

① 該当する採番管理情報が存在せず、採番管理IDを取得できない場合があるため、
エラーを表示させる。

② 採番の一部で使う連番の処理を行う。ここに排他制御を加えることで、複数ユー
ザーによる同一連番取得を防ぐ。

③ 新規登録連番には、現在の連番の最新番号の次の番号が割り振られてる。
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２．登録画面作成（９/１１）

エラーが発生したら

• エラーメッセージポップアップで表示する
• アクションセットを終了する

• 契約管理番号を採番するため、セル 契約管理番号に 払出番号 をセットする④
（※採番ルールは「契約種別」-「年度」-「連番」）

④ 変数「払出番号」には、この処理の結果新規に作成された契約管理番号セットされ
ており、その番号を実際の変数「契約管理番号」にセットする。
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２．登録画面作成（１０/１１）

２．４ 「削除」アクションの作成
削除ボタンが押下された際の処理を作成します。

• セル エラーメッセージの値をクリアする
• 確認用のメッセージをポップアップで表示する

「削除してよろしいでしょうか。」
結果をセル エラーメッセージ にセットする①

• もし エラーメッセージが”cancel” ならば
• アクションセットを終了する

そうでなければ
何もしない

• エラー情報を エラーメッセージ に出力する
• データ更新を一括実行する②

• テーブル ハンズオン_契約ヘッダ のデータを削除する
ただし、他のユーザが更新、削除していた場合はエラーとする （※排他制御）

他のユーザがシート上の変数エリアのセル ヘッダ最終更新 以降に更新削除していた場合はエラーとする

削除条件：「ハンズオン_契約ヘッダ.ID」が 見積ヘッダID と一致する

• テーブル ハンズオン_契約明細 のデータを削除する

削除条件 ハンズオン_契約明細.契約管理番号 が契約管理番号 と一致する

• シート上の変数エリアのセル 画像ID の値をクリアする③

＜次ページに続く＞

ポイント

① ダイアログメッセージ表示後のボタンの結果は”ok”もしくは”cancel”がセットされる。
② 指定の管理番号に紐づく関連データを全削除する。
③ 処理をする前に変数をクリアする。
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２．登録画面作成（１１/１１）

• テーブル ハンズオン_添付ファイルから複数件取得する

ハンズオン_添付ファイル.画像ID をセル CK19 を起点に表示④

検索条件は、 ハンズオン_添付ファイル.契約管理番号が 契約管理番号 と一致する

取得件数を次のセルにセットする 削除する添付ファイル数⑤

• 繰り返し処理を実行するためセル 削除する添付ファイル数 回繰り返す

カウンターを次のセルにセットする カウンタ
• 添付ファイルのＩＤのファイルを削除する

• テーブル ハンズオン_添付ファイルのデータを削除する

削除条件は ハンズオン_添付ファイル.契約管理番号が 契約管理番号と一致する
エラーが発生したら
• 以下のメッセージをポップアップで表示する

「別ユーザにて更新または削除を行ったため、削除処理ができませんでした。」
• アクションセットを終了する

• 以下のメッセージをポップアップで表示する

「削除が完了しました。」
• 別シート 一覧画面 のアクション データ取得 を実行する⑥
• シートを閉じる

④ 削除する契約情報に関連する添付ファイルを検索し、変数エリアにセットする。
⑤ ファイル削除のループ回数の処理で使うため、その数を取得する。
⑥ 「データ取得」アクションを実行し、リフレッシュを行う。
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３．クロス集計画面作成（１/４）

1．画面（シート）のレイアウト作成します。
全社合計の集計項目、部署別合計の集計項目や数式を配置します。

2．ボタンやプルダウンリストの配置
「集計」や部署を選択するためのプルダウンリストを配置します。

全社

部署別
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3．クロス集計画面作成（２/４）

３．シートの変数エリア定義
アクション作成しながら、必要項目（変数、定数、関数等）を随時追加します。

参考① （明細行の隠し項目、変数、定数、関数など作業エリア） 参考② （部署マスタ退避エリア）
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3．クロス集計画面作成（３/４）

参考③ （全社合計、部署別集計の作業領域エリア）

＜ポイント＞
集計する契約ヘッダテーブルの情報を取得して、
一時的に決めたセルにセットし、画面に表示する
項目は、この領域を「SUMIF関数」などで計算
した値を表示するようにする。
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3．クロス集計画面作成（４/４）

3．１ 「全社合計」アクションの作成
全社合計の集計ボタンが押下された際の集計処理を作成します。

• シート上の変数エリアのセル エラーメッセージの値をクリアする

• もし 年度 が空白 ならば

• セル エラーメッセージ に 表示させたいメッセージをセットする
そうでなければ

何もしない

• もし エラーメッセージが空白 ならば
何もしない

そうでなければ

• エラーメッセージポップアップで表示する
• アクションセットを終了する

• シート上の変数エリアでセル 全社合計の取得範囲についての値をクリアする

• テーブル ハンズオン_契約ヘッダ のデータを集計して出力する

集計するキーは 契約開始日①
売上金額の合計仕入金額の合計 をセル AJ9 を起点に表示する

集計前の絞り込み条件は 契約開始日 が 年度開始日以上 年度終了日 以下②

ソート条件は 契約開始日 で昇順に並べ替える

ポイント

① 集計は各月ごとに行うため、どの月の契約か判断するため、ここでは契約開始日
がキーとなる。

② 集計は年度単位で行われる。そのため、集計前に該当する年度だけに絞り込んで
おく。
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